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が大切であると述べており,入院から手術までの限られ
た時間の中で,早期に信頼関係を構築するスキルが課題







を STAIで評価して 第 40回成人看護Ⅰ
８．フェソロデックス投与と看護の実際
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を振り返り報告したい.【対 象】 乳癌患者 8名全例
女性 (肺転移,肝転移,リンパ節転移,骨転移).平均年齢
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HER2(3＋) であった. ①初回に CEF治療行ったが
WBCが 800となり発熱もあり本人拒否のため 1回で中
止. ②次に Trastuzumab(240mg/body)＋Paclitaxel
(130mg/body)治療を行い, 10週で PRとなったが 31週
で PDとなった. ③次の治療として Trastuzumab
(240mg/body)＋Paclitaxel (アルブミン懸濁型) 300mg/
bodyの投与を行った. 6週で PRとなったが, 16週で
PDとなった.④そこで Eribulin 2mg/bodyの単独治療
を行ったところ 2週で PR (43.0％に縮小) となった.全
身倦怠感,食欲不振強いため, 2回目以降は 1.5mg/body
で投与を続けている. 10週目の現在, 25.0％に縮小し腫
瘍の大部分は壊死に陥っている.食欲不振,倦怠感があ
るため Granisetron, predoninによるサポートを行って
いる.
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